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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、今や「世界の工場・世界の市場」となった中国において、その出入口である中国港湾の
問題が何であったか、いかなる政策がそれを打開してきたかを歴史的に検討し、それが今日どのよう
な問題へと転化してきているのかを課題としている。この課題に関連する日中の先行研究は、部分的
に優れた内容を有するとはいえ、局面的考察にとどまるか、批判的考察を控えるかするものであった。
本論文はそれらを乗り越え、総合的かつ批判的な考察を広範な資料探求にもとづいて説得的に展開し
ている。 
 序章では、能力不足問題が一段落したにもかかわらず､今なお、各港湾が過剰と思われる整備に走
っているのはなぜかという問題意識が示され、先行研究の到達点と不十分点を踏まえ、歴史的にこの
問題がどのように生じてきたかを解明する、との課題が設定される。第一章は、中国港湾政策の変遷
を追い、その主たる課題が港湾の取扱能力不足をいかに克服するかであったことを確認し、同時に、
その過程は今日の諸問題を準備するものでもあったというオリジナルな考察を行っている。第二章は
グローバルターミナルオペレーターの進出行動を解明し、第三章は現代中国港湾の再編成問題を扱う。
それぞれで取り上げられる港湾への外資導入政策と地方への港湾権限移譲政策は、能力不足問題に大
きく貢献した政策であった反面、独自の動きをし始めた外資と地方政府が、過剰な港湾整備と港湾間
競争に踏み出していることが明らかにされる。この各々の全体的考察は筆者にしてはじめてなし得た
ものであり、とりわけ価値が高い。第四章は、上記の鳥瞰的指摘を踏まえて、現在の諸矛盾が個別の
港湾にどのように現れているかを見るため、大連港を取り上げて詳細に分析している。大連港は中央
政府が指定した「国際航運センター」の１つとはいえ、順調な発展が約束されているわけではない。
その発展戦略は、熾烈な港湾間競争の中で過大なリスクを抱え込みながら港湾整備に邁進せざるを得
ない、という構造にある。この構造は、他の諸港にも共通するものである。終章は、こうした諸問題
を抱える中国港湾政策の今後の動向を展望する。しかしながら、外資と地方政府の諸利害が錯綜する
うえ、グローバル社会の行動規範に従わねばならなくなっている中央政府がとりうる政策の範囲は限
られており、解決策を見いだすことは容易ではない。まずは、正確な港湾統計の整備や先進国の港湾
政策を学び直すという地道な作業からはじめなければならない、と提言する。 
 本論文は、問題意識ならびに課題意識が明瞭であり、資料の渉猟ならびにその批判的摂取にもすぐ
れている。そこからの論証も明晰であり、かつては現実の能力不足のもとでの港湾政策展開であった
が、今日は可能性としての能力不足という「幻」を追いかける過剰な政策展開となっているというオ
リジナルな結論を出している。「過剰」な港湾整備という批判は、中国経済の急成長が今後も続くと
すれば必ずしも妥当ではないが、際限なく高成長が続くものではなく、また今でさえ、計画を前倒し
して新たな計画を準備するなど、その有り様が過熱していることは明白であるとする主張は、十分に
説得的であった。よって審査委員会は、全員一致して本論文が果たした貢献を高く評価し、博士（商
学）の学位を授与するに値するものと判断した。 
